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9000削

9QQQPLUSは、積極レビア織機で最も織りづ

らい布を製織したいというニーズに最良の

答えを提供する機械です口

複雑多岐にわたる織物生産に対応できる

様に最新のオプションが採用されました

9QQQPLUSは、今まで対応出来なかった織物

を織る為の理想的な機械です。この積極レ

ピアはあらゆる種類のヨコ糸を扱うことが

できる当社独自のレピアヨコ糸受渡機能を

装備しているからです。

従って、 9QQQPLUSは、操作面でトップレベ

ルの汎用性を有するフレキシプノレな織機で、

特にスラプ、ネ ップ、意匠撚糸を容易に織

ることができます。

この超多機能性は、 VAMATEXを常に他

の織機と区別する優れた特徴 （シンフ。ル、

高生産性、低コスト）の一つです。



フレキシブル・リボン及び

積極レビア製織技術

ヨコ糸の仔口への挿入は、機械の外側と中

心の聞を交互に移動する 2本の特殊リボン

の端に取り付けられた 2つのレピアによっ

て行なわれます。この機械では、ヨコ糸が

lつのレピアからもう一方のレピアへ制御

システムを通って運ばれます。

リボン及びレピアがこの操作を行なえる よ

うに 9QQQPLUSで使用するシステムは、以下

に示す3つの機械式精密装置から構成され

ています ；

リボン駆動装置（左側と右側）

トラックに沿ったリボンガイド装置

レピア聞のヨコ糸受渡用駆動装置

リボン駆動装置（写真 2)

織機は、 2個のカム式側方機構を介して、

予め設定した往復運動によるリボン制御を

行ないます口この側方機構がヨコ糸受渡の

際に必要に応じてレピアの速度を落とすの

で、レピア開放レバーが作動可能になりま

す。（写真 3)

この方法によって、カム制御式レピア織機

の特色である次のような利点が得られます：

その利点とは、グ リップ及び切断時の右側

レピアの低速度並びにヨコ糸取外し時の左
側レピアの低速度です。9QQQPLUSの特徴的

な機構は回転楕円形カムです口このカムは

リボン制御ギア平面と平行な面上にあるロッ

クレバーを揺動させます。このオプション

が機械的伝達をできる限り少なくし、クリ

ヤランスを減じ、リボン及びレピアの精度

を高めます。

この装置のもう一つの利点は、ギアとフレ

キシブノレリボン間にある噛み合いアークで

す。フレキシブノレリ ボンが多くの歯と噛み

合って、荷重を分散し、リボンのガイド精

度を高めます。
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リボンガイド装置

リボン駆動装置は炭素繊維歯車によって作

動します。

織物外側でのリボンガイドは、容易に調整

できるモジューjレ固定ガイドによって行な

われます。

一方、関口内走行には、仕掛品及びタテ糸

特性により決める 2種類のリボン ・ガイ ド

が用意されていますD

一つはモケット上面を両側ガイドフックに

より走行するクロス・ライン・タイプでほ

とんどの製織に使用されるものであり、今

一つは組密度織物に使用される中空タイプ

（写真6）であ ります。

両方のシステムによって、信頼できるリボ

ンガイドと最良の製織結果を保証します。

レビア及びリボン

VAMATEXはレピア織機を専門的に扱っ

ていますので、ヨコ糸挿入に必要な構成要

素、即ちレピア及びリボンの卓越せる技術

を発揮出来ます。

高度に進歩したリボン及びレピアシステム
が、 9QQQPLUSにも設計されました。 レピア

（写真4-7）は航空業界の副産物である特

殊な複合材料から製造されています。その 一

形はタテ糸を妨げることなく、効果的にグ

リップ機構によって、太いヨコ糸やすべり

やすいヨコ糸でも安全に運べるようになっ

ています口

レピアとリボンアセンブリは、慣性力をで

きる限り小さくするために、必要な強度を

備えながらもできるだけコンパクトになっ

ています。

リボンは層状になっており、最高の性能を

示す炭素繊維のような材料を使用して作ら

れています。



基本織機

9QQQPLUSは現存VAMATEXの集大成であ

り、又、レピア織機の新世代の到来を知ら

せるものであります。

この織機共通の特徴は、基本構造、電子マ

イクロプロセッサ装置、開口装置及び補助

装置です。広範囲にわたる研究及び工業化

規準の結果として得た解決法が、各装置で

実行されています。さらに異なる型式を操

作するユーザーにとっては、同じ基本構造

及び同じ制御システムを備えた織機を動か

すという点でメリ ットがありますO

当社の技術障による研究と常に管理された

高精度工業技術によって、科学技術上、非

常に高度な織機を提供できることになりま

しfこ口

全ユニ ットにオイノレ潤滑装置がついていま

す。即ち、リボン制御装置にも 2個のギア

ポンプとオイノレ配給システムが取り付けら

れており、最良の結果が得られます。

織機の構造

織機は完全スチール製で、非常に頑丈です。

また、静応力及び動応力に耐性があるよう

に設計されています。高速度においても剛

性と安全性の高さを保証します口

使用パージョン

9QQQPLUSでは多くのパージョンと表示幅が

使用でき、ユーザーの幅広いニーズに対応

します。筏幅は 1900mmから3800mmですo

800mm及び、lOOOmmのビーム、ツインビーム

は勿論上部ビーム、 2重ビーム、 3重ビー

ムと色々なパージョンが使用できます。
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メイン駆動装置

電気モーターは、電磁ブレーキクラッチ装

置を介して樹幾を駆動し、マイクロプロセッ

サ制御下で常に必要なサージング及び急停

止が出来ます。プレーキクラッチアセンブ

リシャフトは、高速シャフト（写真10）を

駆動し、この高速シャフトは機械を横切っ

て反対側に移動します。

高速シャフトはリボン制御装置 （写真 8)

及びスレー駆動装置を動かし、一方補助装

置及びレピア聞のヨコ糸交換は、フロント・

パーを横切っている二次シャフトによって

制御されます。

緩の運動

筏を取り付けたスレー全体（写真10）は、

複合カムと高精度複式ローラーレバーによっ

て駆動します口筏が効果的にビートアップ

しながら、レピアによってヨコ糸がうまく

運ばれるように筏運動は設計されました。

メインク ロスビームに沿って最大の構造剛

性を保証するような位置に、2個の制御装

置を配置させていますD

’箆台は新設計で、高剛性設計ですので、最

高のビートア ップが得られます。

タテ糸及び布供給

製造織物の品質基準に合わせるためには、

タテ糸と布の張力及び送り出し量をスムー

ズに制御できることが重要です。このため

に本機は、タテ糸送り出し （写真 9）装置

と布の巻き取りを行なう正面調節器とで構

成される同調システムを装備しています。

全てのご要望に十分に応 じられるように 2
種類のタテ糸送り出し装置が使用可能です。

両機種ともマイクロプロセッサーによって

電子制御され、モーター駆動方式（写真11)

とクラ ッチ駆動方式があります。ツインビー

ム・パージョン（写真11）では、送り出し

装置に差動ギアを内蔵し、別々に駆動して

いる両方のタテ糸ビームの一定送り出しを

保証していますo

特殊織物製織用調節器ロックアウトシステ

ムも、ご要望に応じて用意できます。



タテ糸送り出しシステムには、ヨコ糸密度

変換装置が装備されており、この装置によっ

て1センチメ ートノレ当りのヨコ糸の正確な

数を簡単に正しく設定できます。

適性機器の選択

カラーセレクター

本機は8色または 12色のヨコ糸セレクター

（写真12）を装備しています。ヨコ糸の選

択は電磁セレクターによって行なわれ、マ

イクロプロセッサによって管理されていま

す。

ヨコ糸供給

本機は、標準操作用及び自動化用特別機能

用があり、いずれもマイクロプロセッサー

を経由してヨコ糸供給装置を直接作動しま

す。ヨコ糸供給装置への電力供給は本体の

電気パネルから直接行なわれます。

制御装置

カラーセレクター左側に取り付けられた圧

電式ヨコ糸センサー及びヨコ糸フィ ーダー

に取り付けられたセンサーが、ヨコ糸解除

信号を出します。ヨコ糸制御はマイクロプ

ロセッサーによって正しく設定されます。

タテ糸停止によってタテ糸切れ信号が出ま

す口糸種により電気式と電子式の 2種類が

使用出来ます。
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耳の形成

すべての機械は標準工程で5枚幅迄の織物

が製織できます。

個々の織物のカッ トは、中央もしくは側方

にある機械式カッタ一、またはヒート・カッ

ターによって直接機上で行なわれますD

耳システムは、 2本または 4本の糸を使用

したレノタイプ、またはタック・イン耳か

ら構成されますD

レノ結合はヘルドフレームの使用を必要と

しません。特許権のある独立レノ装置（写

真13）がヘルド動作を起こします。この装

置は、あらゆる製織の問題を解決するため

に、幅広い設定範囲を持っています。

タック・イン装置は側面または中央に取り

付けることができます。この操作は通常、

マイクロプロセッサーが制御します。

織物のバッチング

織物は、通常 500mm以下の直径のローラー

に巻き上げられますD

ローラーは機械的に制御され、パッチング

張力はクラッチで調整出来ます口

ローラー交換は簡単迅速で、機械作動中で

も行えます。

いくつかの接線パッチングシステムが使用

でき、機械内では 600mmまでの巻き上げ、

機械の外側では 1500mmまでの巻き上げが出

来ますD

デリケートな織物を取り扱う場合には、 1

本または2本の防しわパーが使用でき、パッ

チングの聞にしわが出来るのを防ぎます。



符口の形成

9QQQPLUSに適用可能な開口装置は下記の通

りです。

一最高12枚のヘルドフレームを制御するカ

ム関口装置

一最高28枚のへノレドフレームを制御する電

子式ロ ータリ ードビー （写真15)

一最高20枚のへル ドフレームを制御する積

極機械式もしくは電子式ドビー

ーカノレダン軸駆動装置付の機械式もしくは

電子式ジャ カード

開口機構はもれなくすべての装置に同調す

る装置を装備しており、マイクロプロセッ

サによりプログラム可能です。

停止すると、織機は自動的に作業者が最も

動かしやすい位置にとりますから、あとは

作業者は糸を修正し、再始動信号を与える

だけです。また、タテ糸の不必要な伸びを

さけるために、位置決め後、機械がへjレド

を閉口位置へセ ットするようにすることも

可能です。
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マイクロプロセッサ、駆動装置、

コントロール機構

標準型 9QQQPLUS織機は新型SIMODマイク

ロプロセ ッサシステム及びその能力を活か

すのに適したソフトを装備しておりますD

SIMOD （集積モジュラーシステム）（写真

14）は、セミグラフィックディスプレイ及

び高度に機能的で、人間工学に基づ、いた使い

やすいキーボード （写真16）を介してユー

ザーとインターフェースする最新のマイク

ロプロセッサシステムです。

マイクロプロセッサの優れた主要機能は、

駆動、コントローノレ及びデータ処理機能に

あります。これらの機能を要約すれば次の

通りとなりますD

一操作パラメーターの選択及び割当

一製織パターン、色、補助役務のインプッ

ト

ー織機の使用条件及び進行状態の表示

-EDPシステムに接続し、生産データの

収拾
一操作エラーの合図

一機械的機能の制御並びに駆動



人間工学一安全性－自動化

9QQQPLUS （写真17）は使用条件に主眼をお

いて設計されています口このことは下記の

面で特に明らかです口

人間工学

本機は、非常に使いやすく、そのサイズは

通常の製織作業及び保守作業を簡単に行う

のに適しています。すべての作業はフロッシュ

ボタンまたはマイクロプロセッサ制御のキー

ボードによって行われます。合図式ティス

プレー上に表示される情報によって織機が

停止した場合の原因の診断が簡単に出来ま

す。適度な発光シグナルにより動作状態を

表示します。給油部位は手の届きやすい数

カ所に限られています。

安全性

織機はすべて、オペレーターのための機械

及び電気安全基準、特にECガイドライ ン

89/392に準拠しております。

自動化

製織に標準装備されている STRAPシステ

ムにより、フィ ーダー直前でのヨコ糸の切

断によるダウンタイム （停止時間） が削減

されます。
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90QQPLUS：技術仕様

型式． 積極駆動式フレキシプノレリボン及びレピア型織機

表示幅 ： 1,900・ 2,100-2,300 -2,600 -2,800 mm 
3,000 -3 200 -3,400 -3 600 -3 800 mm 

性能； ピック数最大1分間450
1分間に最大1,100メーターのヨコ糸挿入可能

対応糸 ： 天然、合成、人工、混合糸
Nm0.3から Nml20までの紡績糸
dtex 1,650から dtex44までのフィラメント糸
2本のヨコ糸を同時に挿入可

仔口の形状 ： A）クロスレースと左右対称
B）フック レースと左右対称

配色数： 最大12色、 配色順任意

ヨコ糸挿入： ヨコ糸は供給レピアにより織機中央部に送られ、ドローイングレピア
により反対側へ引き出されます。レース中央部でのヨコ糸の移動は、
積極カム駆動式機構により制御されるレピアの積極開閉により行われ
ます。レピアは剛性可変式のフレキシブノレリボンに取り付けてあり
ます。

織機のパージョン：最大1,000mmのシングノレビーム用
最大1,000mmのツインビーム用
2童、 3重ビームもしくは上方ビーム用

銭： 連結カム装置により駆動

cm当りのピック数 ：1.5から 150まで設定可能

タテ糸送り出し： 電子クラッチ駆動式積極送り出しもしくはモーター駆動式積極送り出し

布巻取り装置： 積極駆動式、送り出し装置と向調、特殊繊維用停止装置付き

関口装置： ーカム付き（最大12フレーム）

糸制御：

耳：

布パッチング：

給油：

捨耳除去；

メインモーター ：

機械制御：

自動化．

ーロータリードビー付き（最大28フレーム）
一積極 ドビー付き（最大20フレーム）
ーユニバーサJレジョイン トドライブ付きの機械もしくは電子式ジャ

カード

ヨコ糸一圧電気フィーラーにより制御
タテ糸一最大8列の電気式もしくは電子式タテ糸停止装置により制御

-2本または4本のからみ綜統付きレノ
ーフィラメント用にヒートカッターもあります。
一側方及び中央タ ック・イン装置

最大500mm，別捲き装置にて最大1,500mm 

リボン駆動装置は、跳ね掛け給油方式及びギアポンプによる強制給油
方式により保守されます。その他の装置はすべて油浴方式です。グリ
スをかける部位はほとんどありません。

捨耳屑を機械的に引抜き、別置きコンテナに回収

定格6.5kw 3相モーター

すべての主要な繊維及び機械機能を駆動し制御するマイコン制御
式SIMOD（集積モジュラート システム）による。このシステムは、
パターンのプログラミングや保存及びすべての作動パラメーターや
データの管理も行ないますし、ダウンタイムや自動開口の種類の管理
を行うための完全プログラ ミングが可能で、製織条件にベス トに応え
ます。

STRAPープレフィ ーダーの前方でのヨコ糸切断管理システム

-11-
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1900 5103 2453 1吠ぬ 1300 1925 470 2110 655 

2100 5303 2653 2100 1500 1925 470 2110 655 

2300 5503 2853 2300 1700 1925 470 2110 655 

2600 5803 3153 2600 2α）（） 1925 470 2110 655 

2800 6003 3353 2800 2200 1925 470 2110 655 

3α）（） 6263 3613 3050 2450 1925 470 2110 655 

3200 6463 3813 3250 2650 1925 470 2110 655 

3400 6663 4013 3450 2650 1925 470 2110 655 

3600 6863 4213 3650 3050 1925 470 2110 655 

3800 7063 4413 3850 3250 1925 470 2110 655 

総幅「A」は、ヨコ糸 7キュームレーターの数と種類によって広くなることが

あります。中央脚は、公称機械幅が3,000から 3,800mmの機種にのみ付い

ています。寸法単位は全てiリメートJレ。
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0800庇1'JJi 。目別院1'JJi
公f守唱控憾福

A B c D E c D E 

1900 5103 2400 1925 1400 1300 2110 日∞ 1400 

2100 5303 2600 1925 1400 1300 2110 山∞ 1400 

2300 5503 2800 1925 1400 1300 2110 日∞ 1400 

2600 5803 3100 1925 1400 1300 2110 1500 1400 

2800 6003 3300 1925 1400 1300 2110 1500 1400 

3は）（） 6263 3500 1925 1400 1300 2110 1500 1400 

3200 6463 3700 1925 1400 1300 2110 日∞ 1400 

3400 6663 3900 1925 1400 1300 2110 時∞ 1400 

3600 6863 4100 1925 1400 1300 2110 日∞ 1400 

3800 7063 4300 1925 1400 1300 2110 山∞ 1400 

-12-


